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原
町
田
商
店
街
の
中
心
部
に
位
置

し
、
そ
の
核
と
な
る
原
町
田
六
丁
目
地

区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
「
町
田
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
」
が
完
成
、
７
月　

日
に
寺
田

１８

市
長
ほ
か
多
数
の
関
係
者
が
出
席
し
て

商
業
・
文
化
の
拠
点
に

落書きを消す作業も大変です

　

公
共
施
設
な
ど
で
目
立
つ
落
書
き

は
、
今
、
全
国
的
に
も
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
田
市
で
も
商
店
街

等
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
壁
面
な
ど
に
心
な

い
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
落
書
き
が
目

立
ち
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
落
書
き
を
一
掃
す

る
た
め
「
商
店
街
落
書
き
一
掃
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
町

田
商
工
会
議
所
、
町
田
市
中
央
地
区
商

業
振
興
対
策
協
議
会
、
町
田
警
察
署
、

東
京
都
塗
装
工
業
協
同
組
合
及
び
商
店

街
の
協
力
の
も
と
、
７
月　

日
に
「
第

１５

２
回
商
店
街
落
書
き
一
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
再
開
発
事
業
は
１
９
７
２
年
か

ら
始
ま
り
、
小
田
急
・
Ｊ
Ｒ
の
両
駅
の

統
合
を
目
指
し
た
原
町
田
地
区
を
は
じ

め
、
原
町
田
三
丁
目
地
区
、
原
町
田
四

　

今
後
の
作
業
は
、
ま
ず
中
心
商
店
街

か
ら
始
め
、
８
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
８
か
月
間
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
成

果
を
確
認
し
な
が
ら
順
次
市
内
全
域
の

商
店
街
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
落
書
き
一
掃
事
業
は
、
商
店
街

の
環
境
整
備
、
落
書
き
撲
滅
の
啓
蒙
と

併
せ
て
、
こ
の
作
業
に
よ
る
新
た
な
労

働
者
の
雇
用
創
出
を
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
落
書
き
一
掃
事
業
に
係
る
経

費
は
、
人
件
費
、
材
料
費
な
ど
を
含
め

総
額
で
５
４
０
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

　

落
書
き
は
街
の
美
観
を
損
な
う
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
消
す
た
め
に
多
く
の

時
間
と
労
力
、
お
金
を
必
要
と
し
ま

す
。

　

「
落
書
き
は
犯
罪
で
す
」
。
落
書
き

を
無
く
し
、
美
し
い
街
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

【
商
店
街
落
書
き
一
掃
事
業
に
伴
う
ア

ル
バ
イ
ト
募
集
】

　

市
で
は
落
書
き
お
と
し
作
業
を
町
田

商
工
会
議
所
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ

の
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

１８

○
期
間　

２
０
０
２
年
８
月
か
ら
２
０

０
３
年
３
月　

日
ま
で
（
作
業
は
月
２

３１

〜
３
日
程
度
）　

○
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
予

定
）

○
作
業
場
所　

町
田
市
内
の
商
店
街　

○
人
員　
　

人
程
度
（
登
録
制
）

２０

○
応
募　

８
月　

日
ま
で
に
本
人
が
履

１５

歴
書
を
持
っ
て
直
接
商
工
会
議
所
へ
。

※
詳
細
に
つ
い
て
後
日
、
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

□問
 

町
田
商
工
会
議
所
11
７
２
２
・
５
９

５
７

丁
目
地
区
再
開
発
の
完
了
に
続
き
、
４

か
所
目
と
な
り
、
事
業
開
始
か
ら　

年
３０

の
歳
月
を
費
や
し
た
中
心
市
街
地
の
再

開
発
は
一
段
落
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
程
完
成
し
た
「
町
田
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
」
は
国
、
都
、
市
の
協
力
の
も
と

原
町
田
六
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
組

合
が
施
行
し
た
も
の
で
、
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
地
下
２
階
、
地
上

８
階
建
て
で
塔
屋
１
階
、
延
べ
床
面
積

は
１
５
、
３
６
４
・
４
１
平
方
メ
ー
ト

ル
で
地
下
２
階
は
駐
輪
場
な
ど
、
地
下

１
階
か
ら
地
上
５
階
ま
で
は
「
１
０
９

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」
、
１
階
か
ら
中
２

階
ま
で
は
区
分
所
有
者
店
舗
、
６
階
か

ら
８
階
ま
で
は　

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

１０

予
定
の
「
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
」
が
入

り
、
中
心
市
街
地
の
商
業
・
文
化
の
拠

点
と
し
て
街
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
と
し
て
町
田

駅
か
ら
町
田
街
道
に
至
る
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・　

号
線
も
近
々
整
備
完
了

１１

予
定
で
、
来
街
者
の
一
層
の
利
便
性
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

謡
曲
に
「
横
山
」
と
い
う
の
が
あ

る
。
作
者
は
世
阿
弥
と
も
観
阿
弥
と

も
い
わ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
観
阿

弥
説
に
落
ち
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
「
横
山
」
の
舞
台
は
わ
が

町
田
の
小
野
路
で
あ
っ
て
、
主
人
公

は
小
野
路
の
庄
を
所
領
す
る
横
山
十

郎
晴
尚
と
い
う
鎌
倉
武
士
で
あ
る
。

私
の
知
る
限
り
、
謡
曲
に
わ
が
町
田

が
現
れ
る
の
は
こ
の
「
横
山
」
の
ほ

か
見
当
た
ら
な
い
の
で
貴
重
な
存
在

で
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
江
戸
期
に

廃
曲
と
な
っ
て
し
ま
い
、
「
横
山
」

の
存
在
を
知
る
人
は
す
く
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
私
は
先
年
出
版

し
た
自
著
「
わ
が
山
旅
、
ま
ち
だ
文

学
散
歩
」
で
こ
の
こ
と
を
紹
介
し
た

こ
と
が
あ
り
、
今
回
は
二
番
煎
じ
の

よ
う
で
恐
縮
す
る
が
、
〝
そ
の
後
〞

が
あ
る
の
で
お
許
し
を
乞
う
。

　

晴
尚
は
鎌
倉
公
方
の
信
を
得
て
小

野
路
の
庄
を
所
領
し
、
ひ
と
こ
ろ
は

鎌
倉
一
の
男
よ
と
羽
振
り
も
よ
か
っ

た
が
、
ふ
と
し
た
こ
と
で
公
方
の
不

信
を
か
い
所
領
こ
と
ご
と
く
没
収
さ

れ
、
妻
と
二
人
、
草
深
い
武
蔵
野
に

侘
び
住
ま
い
し
な
が
ら
疑
い
の
晴
れ

る
日
を
待
つ
。

　

先
ず
曲
は
次
の
よ
う
に
謡
い
出

す
。

　

シ
テ
「
是
は
武
蔵
国
の
住
人
横
山

の
十
郎
晴
尚
に
て
候
。
さ
る
子
細
候

ひ
て
上
意
に
も
ち
が
ひ
、
本
領 
悉 
く

こ
と
ご
と

召
し
放
さ
れ
て
、
さ
ん
ざ
ん
の
疲
労

の
身
と
罷
成
り
て
候
。
然
れ
ど
も
従

子
に
て
候
ふ
久
米
川
を
在
鎌
倉
せ
さ

せ
候
ふ
て
公
方
へ
こ
の
事
を
歎
き
申

し
候
。か
様
に 
零
落 
て
は
候
へ
ど
も
、

お
ち
ぶ
れ

我
若
年
よ
り
馬
に
好
い
て
候
ふ
程
に

…
（
略
）

　

と
始
ま
る
。
あ
る
日
、
こ
の
山
里

に
初
雪
と
名
乗
る
女
性
が
晴
尚
を
尋

ね
て
来
る
。
晴
尚
が
鎌
倉
に
在
ら
れ

た
こ
ろ
か
ら
の
縁
で
、
晴
尚
殿
が
こ

ち
ら
に
居
ら
れ
る
と
聞
き
、
な
つ
か

し
さ
の
あ
ま
り
お
会
い
し
た
く
て
参

り
ま
し
た
。
是
非
ひ
と
目
逢
わ
せ
て

ほ
し
い
と
、
応
対
に
出
た
晴
尚
の
妻

に
懇
願
す
る
。
妻
は
草
刈
り
に
出
て

い
る
晴
尚
に
初
雪
の
訪
問
を
告
げ

た
が
、
晴
尚
は
今
は
零
落
し
て
見
苦

し
い
姿
で
あ
り
、
会
う
こ
と
は
で
き

終
わ
る
。

　

私
の
謡
曲
「
横
山
」
を
読
ま
れ
て

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
の
な

か
で
、
木
曽
町
の
中
丸
祐
昌
氏
（
前

・
商
工
会
議
所
副
会
頭
）
は
、
ご
自

身
も
喜
多
流
を
嗜
ま
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、熱
心
に
探
索
さ
れ
た
結
果
、

意
外
に
も
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
七

日
、
国
立
能
楽
堂
で
の
「
能
楽
鑑
賞

の
会
」
で
復
曲
能
と
し
て
上
演
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

そ
の
時
の
演
者
は
、
晴
尚
（
宝

生
閑
）
、
妻
（
山
本
東
次
郎
）
、
初

雪
（
山
本
順
之
）
な
ど
で
、
観
世

栄
夫
、
宝
生
欣
也
が
後
見
を
つ
と
め

て
い
る
。

　

私
は
こ
の
「
横
山
」
を
い
つ
か
こ

の
町
田
で
再
演
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
た
が
、
廃
曲
と
な
っ
て

い
る
の
で
到
底
無
理
だ
ろ
う
と
あ
き

ら
め
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

事
実
が
わ
か
っ
て
く
る
と
全
く
不
可

能
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
い
つ

か
市
民
ホ
ー
ル
の
「
能
と
狂
言
に
親

し
む
会
」
な
ど
で
や
り
た
い
も
の
で

あ
る
。　

　
　
　
　
　
　

◇

　

次
回
は　

月
１
日
号
に
掲
載
予
定

１０

で
す
。

な
い
と
断
る
。
妻
は
、
自
分
の
鏡
は

失
っ
た
が
、
い
つ
の
日
か
鎌
倉
へ
戻

る
日
も
あ
ろ
う
か
と
、 
烏 
帽
   
 
子  
直
垂 

え 

ぼ 

し 

ひ
た
た
れ

は
用
意
し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
着

て
初
雪
に
会
う
よ
う
に
す
す
め
る
。

晴
尚
は
妻
の
心
配
り
に
思
い
を
い
た

し
な
が
ら
初
雪
と
会
う
。
や
が
て
鎌

倉
よ
り
使
者
あ
り
、
「
将
軍
政
所
の

下
し
、
横
山
の
十
郎
晴
尚
、
本
領
武

蔵
国
小
野
路
の
庄
の
事
、
も
と
の
如

く
か
の
地
に
付
せ
ら
る
ゝ
所
也
。
建

久
三
年
五
月
日
」
と
読
み
あ
げ
る
。

一
堂
お
お
い
に
喜
び
、
散
り
散
り
に

な
っ
て
い
た
一
族
郎
党
も
打
ち
そ

ろ
い
、
妻
も
初
雪
も
連
れ
て
、
は
る

ば
る
な
り
し
鎌
倉
へ
と
上
り
け
り
で

完成した原町田六丁目地区市街地再開発ビル

原町田六丁目再開発ビルが完成
－公民館は１０月オープン－

商
店
街
落
書
き
一
掃
作
戦
を
開
始
し
ま
す

商
店
街
落
書
き
一
掃
作
戦
を
開
始
し
ま
す

昔日の面影をのこす小野路宿

そ
の
２

　

町
田
市
長寺

田　

和
雄

謡
曲「
横
山
」の

そ
の
後


